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“脳と心”からみた統合失調症の理解

篠崎和弘

優れた総説を探し当てて読むことを若い後輩には
薦めています。折々には単行本の精読も薦めます
が，英文だと反応が鈍いものです。著者自ら統合失
調症の「古典的精神医学と現代の精神医学の橋渡し
的役割をはたしているかもしれない」(p. 279)とあ
とがきに記された本書は，精読を強くお薦めする単
行本です。また幸いに日本語です。母国語でこの高
いレベルの本が読めるのはこの国に生まれた僥倖と
言えるでしょう。若い医師たちや，研究をめざす医
師はもちろん，臨床で活躍している医師にも，読ん
でいただきたい本です。
臨床家の中には，研究段階の生物学的知見が臨床
に必要か，と疑問を持たれる方もおられるでしょう。
それに対する答えはこうです。臨床家は「統合失調
症は患者や家族の人生に深い影響を及ぼす。予後良
好な疾患にするためには何をすればよいのだろう
か」(p.ⅲ)と工夫を凝らしていることでしょう。
また統合失調症の全体像が未解明であること，薬物
治療が満足できるレベルに達してないことにも歯が
ゆい思いをされると思います。それゆえ，不完全な
知識と技術で臨床をしている，という危うさを熟知
しておくことは，専門家としての責任であり，また
治療の選択肢を増やしてくれるはずです。この本が
「理解」と題されているのはそのような意味もあっ
てではないでしょうか。
第 1 章はクレペリンに始まって，最終章は早期
介入(ARMS)で終わっています。主要な研究や病
態仮説が網羅されており，読者は鳥瞰的な理解へ導
かれます。文章は論理的で，読み手を先へ先へと導
いてくれます。全ての章においてご自身の見解が披
瀝されているのですが，ご自身と教室の論文にすべ
てが裏打ちされています。精神科医として神経病理
学でスタートされ，神経薬理学，神経心理学，画像
研究，認知神経心理学，精神生理学，遺伝子解析と

広い領域で業績を挙げておられることの証でしょ
う。そのため教室の研究に基づくレビューではあり
ますが，包括的で偏りのない内容となっています。
本書は 3部，13章で構成されています。第Ⅰ部

「統合失調症とはどのような疾患か」では概念，症
候学，疫学，発病仮説，転帰，転帰に関連する要因
が紹介されています。第Ⅱ部「統合失調症の神経生
物学」は神経心理学，認知機能障害，脳の形態学的
変化，病態形成，病態生化学的仮説から構成されて
おり，最も読み応えがあります。中でも，側頭-前
頭 2段階発症仮説(第 10章)は先生のオリジナルで
す。「神経発達障害に由来する側頭葉の脆弱性があ
る方に思春期前後に前頭葉の成熟障害が加わると，
側頭葉障害が顕在化し統合失調症症状(ドーパミン
過剰伝達)が発現する」。このジャクソン流の動的仮
説によって，前頭葉障害による陰性症状と内側側頭
葉構造による陽性症状の両方を多くの患者が持つこ
とについてなるほどと納得させられます。この仮説
からどのようなバリエーションが導かれるのかも言
及されていますので，本書を手に取って楽しんでく
ださい。第Ⅲ部「予後良好な疾患にするために」で
も先生が富山で関与しておられる新薬開発の橋渡し
研究と，早期介入活動が紹介されています。
本書から読み取れる別の興味は，研究と人材育成

の素晴らしい堅固なシステムを新設医科大学で作ら
れたことです。地域医療と人材育成を目標として，
国際的に評価される臨床研究活動を梃にされまし
た。臨床研究の充実と，基礎と臨床の橋渡しができ
る人材の育成が臨床医学の課題ですが，成功例とし
て参考になります。

(和歌山県立医科大学教授・神経精神医学)
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